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研究成果概要 

 

土壌呼吸速度は根圏の独立栄養生物による呼吸速度（AR）と根圏以外の微生物による呼吸

速度（HR）に分けられる。この研究では、地温と土壌水分に対する ARと HRの反応の違い

を明らかにするため、2020年に乗鞍岳（長野県）の標高 2800 m において，根の除去区を設

定した．さらに除去区の付近にコントロール区を設置した．根の除去区での土壌呼吸速度は

ＨＲであり，コントロール区の土壌呼吸速度は ARと HRの合計値である．そのため，コン

トロール区の土壌呼吸速度(AR+HR)から根の除去区の土壌呼吸速度(HR)を引くことで，Ａ

Ｒを推定した．7月から 10月まで，毎週，測定し，ＡＲとＨＲの季節変化を調べた． 

標高 2800ｍにおいて，除去区の土壌含水率と地温はコントロール区と変化がなかった．Ａ

Ｒ，ＨＲともに土壌含水率とは相関はなかった．さらに，HR は地温と正の相関があったが，

ＡＲでは相関がなかった．一般的に，ＡＲは光合成活性の高い夏に高くなるが，この研究で

は地温とＡＲに相関がなかったのは，植物のバイオマスが少ないこと，つまり根の量が少な

いため，地温との関係が明瞭ではなかったと考えられた． 

 今年度の結果から、(1)根の除去によって土壌含水率と地温は変化しなかったこと、(2) HR

は地温と正の相関があったが，ＡＲは相関がなかったことが明らかとなった。 
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